
　　　　　・達成している　　 ３０社

　　　　　・達成していない　 １６社

　別添　「食品リサイクル法の定期報告実施アンケート結果」

　　特に「発生抑制」実施量は 前年度より約３千トン増加。

３．食品ロス削減を目的とする食品廃棄物の発生抑制について

　・目標に対する達成状況について

　　　給食事業（病院・施設給食業（委託契約による社員食堂など）、配食サービス業） 

　　　　売上高　２７８㎏／百万円

　②「発生抑制実施量」が １００ｔ以上は ２１社（８１％）。

　③「再生利用実施量」のうち肥料化１００ｔ以上は７社（２７％）、飼料化１００ｔ以上は６社（２３％）、

　　その他（油脂・油脂製品等１００ｔ以上は４社（１５％）。

　④「熱回収実施量」が　実績がなかった。

　　「減量実施量」が１００ｔ以上は２社（８％）。

　⑤食品リサイクルの取組は、 「発生抑制」と「再生利用」が 大きな割合を占めており、

　　　(発生抑制実施量＋再生利用実施量＋熱回収実施量×0.95＋減量実施量)÷(発生量 ＋　発生抑制実施量)×１００％

　　  　（１３，８０６ｔ）　　　　　（４，２３２ｔ）　　　　   　（０ｔ）      　                     （１，０１８ｔ）          （２２，７７４ｔ）  （１３，８０６t）

２．食品リサイクル法に基づき　国に定期報告をしている　２６社の状況 （１００トン以上）

　①外食産業の「再生利用等実施率目標」 ５０％に対し、合計で　５２．１％。

　　５０％以上は １６社（６２％）。

令和５年度　実績」は　５２．１％

１．調査の結果　

　①回答　８５社

　②再生利用等実施率　２６社（１００トン以上）

    再生利用等実施率　５２．１％ （前年度 ４８．６％） 
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協会会員の「食品リサイクル法に基づく再生利用等実施率



（別添）

　

＜協会会員の年度別再生利用等実施率の平均値＞

再生利用等実施率 平成25年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

回収会社の平均値 ４８．８％ ５６．０％ ５４．３％ ５２．２％ ４０．８％ ４６．３％ ４８．６％ ５２．１％

５０％以上 ～４０％ ～３０％ ～２８％ ～１５％ １５％未満

５年度 ２６社 16 2 6 0 2 0
４年度 ２５社 14 4 5 0 2 0
３年度 ２９社 16 5 2 1 4 1
２年度 ２９社 17 3 2 0 3 4
元年度 ３１社 15 4 7 0 3 2

2,000t以上 ～1,000t ～500t ～300t ～200t ～100ｔ

５年度 ２６社 3 3 7 5 1 7
４年度 ２５社 3 3 6 2 5 6
３年度 ２９社 2 4 6 5 4 8
２年度 ２９社 4 3 3 5 1 5
元年度 ３１社 1 1 4 6 4 3

500t以上 ～300t ～100t ～50t ～20t ～1ｔ 1t未満(0含)

５年度 ２６社 9 3 9 3 2 0 0
４年度 ２５社 8 4 7 4 0 1 1
３年度 ２９社 6 5 5 4 3 1 5
２年度 ２９社 4 4 8 1 4 3 5
元年度 ３１社 6 7 7 3 3 2 3

1,000t以上 ～500t ～300t ～100t ～50t ～1ｔ 1t未満(0含)

５年度 ２６社 0 3 3 6 4 8 2
４年度 ２５社 0 3 3 2 6 8 3
３年度 ２９社 0 3 3 6 3 11 3
２年度 ２９社 0 2 3 2 2 13 7
元年度 ３１社 0 6 2 3 6 9 5

50t以上 ～10t ～1t ～500kg ～100kg 100kg未満(0含)

５年度 ２６社 0 0 0 0 0 26
４年度 ２５社 0 0 0 0 0 25
３年度 ２９社 1 0 1 0 0 27
２年度 ２９社 0 0 0 0 0 29
元年度 ３１社 0 0 2 0 0 29

200t以上 ～100t ～50t ～10t ～1t 1t未満(0含)

５年度 ２６社 1 1 1 5 3 15
４年度 ２５社 1 1 1 5 2 15
３年度 ２９社 1 1 2 4 4 17
２年度 ２９社 1 1 3 7 3 14
元年度 ３１社 1 3 1 8 2 16

2,000t以上 ～1,000t ～500t ～300t ～200t ～100ｔ 100t未満

５年度 ２６社 3 1 7 4 3 5 3
４年度 ２５社 3 2 3 5 2 7 3
３年度 ２９社 2 2 6 4 3 5 7
２年度 ２９社 0 0 4 4 3 5 13
元年度 ３１社 4 8 2 4 5 5 3

　（食品廃棄物発生量１００ｔ以上）
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〇再生利用実施量

〇減量実施量

〇食品廃棄物等発生量

食品リサイクル法の定期報告実施アンケート

〇再生利用等実施率

〇発生抑制実施量

１．再生利用実施率等

〇食品廃棄物処分実施量

〇熱回収実施量



300t以上 ～100t ～50t ～10t ～1t 1t未満(0含)

５年度 ２６社 0 7 1 8 3 7
４年度 ２５社 1 4 2 5 4 9
３年度 ２９社 1 6 2 4 3 13
２年度 ２９社 1 5 0 7 3 13
元年度 ３１社 0 3 5 4 4 15

300t以上 ～100t ～50t ～10t ～1t 1t未満(0含)

５年度 ２６社 1 5 6 3 3 8
４年度 ２５社 1 4 5 4 3 8
３年度 ２９社 1 6 5 4 2 11
２年度 ２９社 2 5 1 2 3 16
元年度 ３１社 5 2 4 6 1 13

300t以上 ～100t ～50t ～10t ～1t 1t未満(0含)

５年度 ２６社 1 3 2 6 4 10
４年度 ２５社 1 3 2 2 8 9
３年度 ２９社 0 4 1 8 3 13
２年度 ２９社 1 1 0 2 8 17
元年度 ３１社 1 3 2 6 5 14

〇飼料化

〇その他（油脂・油脂製品等）

２．再生利用の実施方法

〇肥料化


